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疾病・障害認定審査会 
議事次第 一 

0 日 時 平成 1 7 年 3 月 1 4 日 ( 月 )  1 1 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0 

0 場 所 厚生労働省 省議室 ( 中央合同庁舎第 5 号館 9 階 ) 

O 議 事 

1 , 開会 

2, 委員紹介 

3. 健康局長及び 障害保健福祉部長からの 挨拶 

4. 会長選任及び 会長代理の指名 

5. 疾病・障害認定審査会の 運営について 

6. 各分科会の概要等について 

7. その他 

8. 閉会 

O 資 料 

1 . 疾病・障害認定審査会 委員名簿 

2. 厚生労働省組織令、 疾病・障害認定審査会合 

3 、 疾病・障害認定審査会運営規程 

4, 疾病・障害認定審査会 は ついて 

5. 感染症・予防接種審査分科会について 

6. 原子爆弾被爆者医療分科会について 

7. 身体障害認定分科会について 



疾病・障害認定審査会 

資 料   

疾病・障害認定審査会委員名簿 

分科会名 氏 名 所 属・役 職 

感染症・予防接種審査分科会相公 。 、 諦っ 奉賀 東京都老人医療センター 感染症 科 部長 

里宰 身鯨 塾 蕃 国立大学法人東京大学医科学研究所行尾先端医療研究センター 感染症分野教授 

笑痩貴宋芋 東京女子医科大学小児科主任教授 
のぷ 一     

  信彦 国立感染症研究所感染症情報センター 長 

舌賀 - が 揮浮 横浜市神奈川福祉保健センター 長 

硅義 穏笑節 国立感染症研究所感染病理部部長 

築井 什宣詳 国立大学法人大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻教授 

締井 亀 重手 自治医科大学教授 

やまかわ 吐 』 jll                          古賀総合法律事務所弁護士 

彗 ギ 笛 盛 ( 社 ) 日本医師会常任理事 

原子爆弾被爆者医療分科会 いけた 池田 ひ嵌 」国立がんセンタ 一中央病院放射線治療部長 

                            ( 財 ) 広島原爆障害対策協議会健康管理・ 増進センタ一所長 

在方 宋驚芙 独立行政法人放射線医学総合研究所理事長 

                      糞桶 日本赤十字社長崎原爆病院第 2 外科部長 

w' 平公 構 っ 客 @ いち 一 ( 社 ) 広島市医師会会長 

誌貧硅壌手 ( 財 ) 放射線影響研究所臨床研究部部長 

算 三 音 ま芋 東京女子医科大学付属病院血液内科教授 

笛締 
            東京医科大学第二内科主任教授 

身体障害認定分科会 鎧欝 援 苦手 帝京大学医学部耳鼻咽喉科教授 

お ぐち 

小口             慶礁 義塾大学名誉教授 

冊媛 垂実 独立行政法人国立病院機構 東 埼玉病院院長 

t@?  ， 睦芙節 国立身体障害者 肋ビ肝 - ションセン 外 総長 

め原 崖 牛 皮 の 門 病院健康管理センタ 一部長 

ほらだ ぼ ミ田 瀞芥 日本大学医学部小児科学教授 

7%  まさ 正 睾亡 ; 口 東邦大学医学部長 

篭 Ir 竺 昭和大学名誉教授 

              偕美 独立行政法人労働者健康福祉機構関東労災病院院長 

  皆織 珪 ょぎこ 易子   藤田保健衛生大学形成覚科学教授 



疾病・障害認定審査会 
資 料 2 

0 厚生労働省組織令 ( 平成十二年政令第二百五十二号 ) 

第三節 審議会等 

( 設置 ) 

第百三十二条 法律の規定により 置かれる審議会等のほか、 本省に 、 次の審議会等を 置く。 

疾病・障害認定審査会 
援護審査会 

( 疾病・障害認定審査会 ) 

第百三十三条 疾病・障害認定審査会は、 予防接種法 ( 昭和二十姉年法律第六十八号 ) 、 

検疫 法 ( 昭和二十六年法律第二百一号 ) 、 原子爆弾被爆者に 対する援護に 関する法律 ( 平 

成 六年法律第百十七号 ) 及び感染症の 予防及び感染症の 患者に対する 医療に関する 法律 

( 平成十年法律第百十四号 ) の規定に基づきその 権 限に属させられた 事項並びに身体障 

害者福祉法施行令 ( 昭和二十五年政令第七十八号 ) の規定によりその 権 限に属された 事 

項を処理する。 

2  前項に定めるもののほか、 疾病・障害認定審査会に 関し必要な事項についてほ、 疾病 

・障害認定審査会合 ( 平成十二年政令第二百八十 セ号 ) の定めるところによる。 

0 疾病・障害認定審査会合 ( 平成十二年政令第二百八十七号 ) 

内閣は、 国家行政組織法 ( 昭和二十姉年法律第百二十号 ) 第八条の規定に 基づき、 この 

政令を制定する。 

( 組織 ) 

第一条 疾病・障害認定審査会 ( 以下「審査会」という。 ) は、 委員三十人以内で 組織す 

る 。 

2  審査会に、 特別の事項を 審査させるため 必要があ るときは、 臨時委員を置くことがで 

きる。 

3  審査会に、 専門の事項を 調査させるため 必要があ るときは、 専門委員を置くことがで 

きる。 

( 委員等の任命 ) 

第二条 委員及び臨時委員は、 学識経験のあ る者のうちから、 厚生労働大臣が 任命する。 

2  専門委員は、 当該専門の事項に 関し学識経験のあ る者のうちから、 厚生労働大臣が 任 

命する。 

( 委員の任期等 ) 

第三条 委員の任期は、 二年とする。 ただし、 補欠の委員の 任期は、 前任者の残任期間と 

する。 

2  委員は、 再任されることができる。 

3  臨時委員は、 その者の任命に 係る当該特別の 事項に関する 審査が終了したときは、 解 

任されるものとする。 

4  専門委員は、 その者の任命に 係る当該専門の 事項に関する 調査が終了したときは、 解 

佳 されるものとする。 
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5  委員、 臨時委員及び 専門委員は、 非常勤とする。 

( 会長 ) 

第四条 審査会に会長を 置き、 委員の互選により 選任する。 

2  会長は、 会務を総理し、 審査会を代表する。 

3  会長に事故があ るときは、 あ らかじめその 指名する委員が、 その職務を代理する。 

( 分科会 ) 

第五条 審査会に、 次の表の上欄に 掲げる分科会を 置き、 これらの分科会の 所掌事務は、 

審査会の所掌事務のうち、 それぞれ 同 表の下欄に掲げるとおりとする。 

名 称 所 掌 事 務 

感染症・予防接種審査分科会 予防接種法 ( 昭和二十姉年法律第六十八号 ) 、 検 

疫法 ( 昭和二十六年法律第二百一号 ) 及び感染症の 

予防及び感染症の 患者に対する 医療に関する 法律 

( 平成十年法律第百十四号 ) の規定に基づき 審査会 

の 権 限に属させられた 事項を処理すること。 

原子爆弾被爆者医療分科会 原子爆弾被爆者に 対する援護に 関する法律 ( 平成 

六年法律第百十七号 ) の規定に基づき 審査会の権 限 

に 属させられた 事項を処理すること。 

身体障害認定分科会 身体障害者福祉法施行令 ( 昭和二十五年政令 第セ 

十八号 ) の規定により 審査会の権 限に属させられた 

事項を処理すること。 

2  前項の表の上欄に 掲げる分科会に 属すべき委員、 臨時委員及び 専門委員は、 厚生方 

働 大臣が指名する。 

3  分科会に分科会長を 置き、 当該分科会に 属する委員の 互選により選任する。 

4  分科会長は、 当該分科会の 事務を掌理する。 

5  分科会長に事故があ るときは、 当該分科会に 属する委員又は 臨時委員のうちから 分科 

会長があ らかじめ指名する 者が、 その職務を代理する。 

6  審査会は、 その定めるところに ょ り、 分科会の議決をもって 審査会の議決とすること 

ができる。 

( 部会 ) 

第六条 審査会及び分科会は、 その定めるところにより、 部会を置くことができる。 

2  部会に属すべき 委員、 臨時委員及び 専門委員は、 会長 ( 分科会に置かれる 部会にあ っ 

ては、 分科会長 ) が指名する。 

3  部会に部会長を 置き、 当該部会に属する 委員の互選に 2 9 選任する。 

4  部会長は、 当該部会の事務を 掌理する。 
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5  部会長に事故があ るときは、 当該部会に属する 委員又は臨時委員のうちから 部会長が 

あ らかじめ指名する 者が、 その職務を代理する。 

6  審査会 ( 分科会に置かれる 部会にあ っては、 分科会。 以下この項において 同じ。 ) は 、 

その定めるところにより、 部会の議決をもって 審査会の議決とすることができる。 

( 議事 ) 

第セ条 審査会は、 委員及び議事に 関係のあ る臨時委員の 過半数が出席しなければ、 会議 

を 開き、 議決することができない。 

2  審査会の議事は、 委員及び議事に 関係のあ る臨時委員で 会議に出席した 者の過半数で 

決し、 可否同数のときは、 会長の決するところによる。 

3  所二項の規定は、 分科会及び部会の 議事に準用する。 

( 資料の提出等の 要求 ) 

第八条 審査会は、 その所掌事務を 遂行するため 必要があ ると認めるときは、 関係行政機 

関の長に対し、 資料の提出、 意見の表明、 説明その他必要な 協力を求めることができる。 

( 庶務 ) 

第九条 審査会の庶務は、 厚生労働省健康居総務課において 総括し 、 及び処理する。 ただ 

し、 感染症・予防接種審査分科会に 係るものについては 厚生労働省健康居結核感染症課 

において、 身体障害認定分科会に 係るものについては 厚生労働省社会，援護局障害保健 

福祉部企画課において 処理する。 

( 雑則 ) 

第十条 この政令に定めるもののほか、 議事の手続その 他審査会の運営に 関し必要な事項 

は、 会長が審査会に 諮って定める。 

附 則 

この政令は、 内閣法の一部を 改正する法律 ( 平成十一年法律第八十八号 ) の施行の日 ( 平 

成十三年一月六日 ) から施行する。 
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0  疾病・障害認定審査会運営規程 

疾病・障害認定審査会合 ( 平成十二年政令第二百八十七号 ) 第五条第六項、 第六条第一 

項及び第六項並びに 第十条の規定に 基づき、 この規程を制定する。 

( 会議 ) 

第一条 疾病・障害認定審査会 ( 以下「審査会」という。 ) は会長が招集する。 

2  会長は、 審査会を招集しょうとするときは、 あ らかじめ、 期日、 場所及び議題を 委員 

並びに議事に 関係のあ る臨時委員及び 専門委員に通知するものとする。 

3  会長は、 議長として審査会の 議事を整理する。 

( 諮問の付議 ) 

第二条 会長は、 厚生労働大臣の 諮問を受けたときは、 当該諮問を分科会に 付議すること 

ができる。 

( 審査会の部会の 設置 ) 

第三条 会長は必要があ ると認めるときは、 審査会に諮って 部会 ( 分科会に置かれる 部会 

を除く。 次条において 同じ。 ) を設置することができる。 

( 分科会及び部会の 議決 ) 

第四条 分科会及び部会の 議決は、 会長の同意を 得て、 審査会の議決とすることができる。 

( 会議の公開 ) 

第五条 審査会の会議は、 公開とする。 ただし、 公開することにより、 当事者若しくは 第 

三者の権 利若しくは利益又は 公共の利益を 害するおそれがあ る場合には、 会長は、 会議 

を非公開とすることができる。 

2  会長は、 会議における 秩序の維持のため、 傍聴人の退場を 命じるなど必要な 措置をと 

ることができる。 

( 議事録 ) 

第六条 審査会における 議事は 、 次の事項を含め、 議事録に記載するものとする。 

一 会議の日時及び 場所 

二 出席した委員、 臨時委員及び 専門委員の氏名 

王 議事となった 事項 

2  議事録は公開とする。 ただし、 公開することにより、 当事者若しくは 第三者の権 利若 

しくは利益または 公共の利益をを 害するおそれがあ る場合には、 会長は、 議事録の全部 

または一部を 非公開とすることができる。 

3  前項の規定により 議事録の全部又は 一部を非公開とした 場合には、 会長は、 非公開と 

した部分について 議事要旨を作成し、 これを公開するものとする。 

( 分科会の部会の 設置等 ) 

第七条 分科会長は、 必要があ ると認めるときは、 分科会に諮って 部会を設置することが 

できる。 

2  分科会長は、 第二条の規定による 付議を受けたときは、 当該付議事項を 前項の部会に 

付議することができる。 
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( 準用規定 ) 

第八条 第一条、 第五条及び第六条の 規定は、 分科会及び部会に 準用する。 この場合にお 

いて、 第一条、 並びに第五条並びに 第六条第二項及び 第三項 中 「会長」とあ るのは、 分 

科 会にあ っては「分科会長」、 部会にあ っては「部会長」と、 第一条虫「委員」とあ る 

のは、 分科会にあ っては「当該分科会に 属する委員」、 部会にあ っては「当該部会に 属 

する委員」 と読み替えるものとする。 

( 雑兵 lj) 

第九条 この規定に定めるもののほか、 審査会、 分科会又は部会の 運営に関し必要な 事項 

は、 それぞれ会長、 分科会長ス は 部会長が定める。 
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疾病，障害認定審査会 ( 定数 3 0 名以内 ) ( 事務局 : 健康居総務課 ) 

感染症・予防接種審査分科会 ( 事務局 : 健康居結核感染症課 ) 

づ 予防接種法 ( 昭和 23 年法律第 68 号 ) 第 11 条第 2 項の規定による 予防接種 

による健康被害認定の 審査 

づ 感染症の予防及び 感染症の患者に 対する医療に 関する法律 ( 平成 10 年法律 

第 114 号 ) 第 25 条第 6 項等の規定による 入院命令の審査請求に 係る審査 

づ 検疫 法 ( 昭和 26 年法律第 201 号 ) 第 16 条の 2 第 6 項の規定による 隔離の 

審査請求に係る 審査 

予防接種健康被害認定部会 

予防接種健康被害再審査部会 

原子爆弾被爆者医療分科会 ( 事務局 : 健康 居 総務課 ) 

づ 原子爆弾被爆者に 対する援護に 関する法律 ( 平成 6 年法律第 117 号 ) 第 11 条 

第 2 項の規定による 原爆症認定の 審査 

身体障害認定分科会 ( 事務局 : 障害保健福祉部企画課 ) 

づ 身体障害者福祉法施行令 ( 昭和 25 年政令第 78 条 ) 第 5 条第 3 項の規定によ 

る疑義のあ る障害の認定 


